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国際法の拘束性――コウの多国間法過程論
城 戸 正 彦

本誌の第１５巻第４号に，「国際法の拘束性」と題して，コウ（Harold Hongju









「何故国家は，国際法に従うのか（Why Do Nations Obey International Law ?）」
アブラム・チャイエス（Abram Chayes）と，アントニア・ハンドラ・チャイエス（Antonia
Handler Chayes）『新しい主権－国際的規制協定の順守（The New Sovereignty : Compliance
with International Regulatory Agreements）』１９９５年。
トーマス・エム・フランク（Thomas M. Frank）『国際法と機構における公正さ（Fairness
in International Law and Institutions）』１９９５年。















































































３）Abram Chayes, The Role of the Judge in Public Law Litigation,８９Harv. L. Rev,１２８１（１９７６）。





























































































































































































































































































































































































































１０２ 松山大学論集 第１７巻 第１号
よって，国家利益の，そして最終的に，国家のアイデンティティの再構成になっ
ている。多国間法過程の豊かさが，「新しい主権」を特徴とする本体論以後の
時代において，何故国家は従うのかという，古くからの難問をとく鍵を提供す
ることができるのである。
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